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1)型紙をボール紙の上にのせて、 セロハンテープ

で囚定し、 えんびつてり蛍く邸どおりになする。
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(7)引き金をさしこみ、 ようじを通し

(2)しるしi団り1こ、 はさみで切り拉き、畠品を仔る。

細かいとこ巧はカッターで切る。（点線のところ

て国定する，9
ヽ

は切らないよう応注意する

(3)点線のところを折りまげやずくするために刃を

出していないカッタ ー の先ですじをつける。
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